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▼
毎
年
泉
ケ
丘
駅

前
で
行
な
わ
れ
る
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
街

頭
啓
発
活
動
。
園
児

た
ち
が
、
火
の
用
心

を
訴
え
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
る
。
元
気
な
声

と
一
生
懸
命
で
可
愛

い
姿
に
通
行
人
は
思
わ
ず
立
ち
止

ま
り
笑
顔
で
受
け
取
る
。
南
堺
署

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
新
ひ
の
お
台
幼

稚
園
児
の
歌
と
ダ
ン
ス
で
警
察
官

に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
子
ど
も

達
の
純
粋
で
真
っ
す
ぐ
な
姿
は
ス

ト
レ
ー
ト
に
心
に
響
き
、
心
を
動

か
し
癒
や
す
。
そ
の
力
は
何
よ
り

勝
る
す
ご
い
パ
ワ
ー
だ
と
感
じ
た
。

 　

▼
１
月
24
日
（
土
曜
日
）、午
後

２
時
か
ら
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念

美
術
館
Ei
ホ
ー
ル
で
、『
ゆ
き
と
こ

ず
え
の
癒
し
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
』
を
今
年
も
行
い
ま
す
。
大
阪

万
博
に
ち
な
み
『
音
楽
の
万
博
』

を
テ
ー
マ
に
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
（
ロ
シ
ア
）
や
シ
ョ
パ
ン
（
ポ

ー
ラ
ン
ド
）、平
井
康
三
郎
な
ど
、

世
界
の
作
曲
家
の
曲
を
ピ
ア
ノ
で

演
奏
し
ま
す
。
ホ
ー
ル
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！ 

　

▼
２
０
２
６
年
は
60
年
に
一
度

の
丙

ひ
の
え

午う
ま

の
年
。
火
の
気
が
満
ち
る

こ
の
年
に
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

独
自
の
挑
戦
や
活
動
を
し
て
い

る
方
、地
域
で
活
躍
し
て
い
る
方
、

全
国
規
模
で
の
入
賞
や
何
か
成
果

を
収
め
た
方
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
個
人
を
ぜ
ひ
取
り
上
げ
た

い
で
す
ね
。
自
薦
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

　

そ
の
他
、
熱
い
話
題
や
珍
し
い

話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
度
ご
連

絡
下
さ
い
！
富
田
林
の
取
材
に
参

り
ま
す
。 

★次号にご期待➡地震に強い水道管、泉北で敷設進む

南
区
の
高
齢
化
率
35
％
で
突
出



　

堺
市
議
会
は
12
月
19
日
、
観

光
事
業
に
関
す
る
２
つ
の
補
正

予
算
案
を
含
む
議
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。
補
正
予
算
で

新
た
に
実
施
さ
れ
る
事
業
は
次

の
と
お
り
。

　

▽
無
料
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

運
行
費
用
と
し
て
４
８
２
万
８

千
円
。
ま
た
同
事
業
の
来
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
（
支
出

を
前
も
っ
て
約
束
す
る
）
限
度

額
と
し
て
１
３
０
０
万
円
。
バ

ス
は
大
仙
公
園
〜
さ
か
い
利
晶

の
杜
〜
堺
駅
間
を
結
び
、土
日
、

祝
日
１
日
往
復
８
便
を
運
行
。

　

▽
市
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
催
行

旅
行
業
者
へ
の
経
費
補
助
と
し

て
今
年
度
か
ら
来
年
度
ま
で
の

債
務
負
担
行
為
限
度
額
と
し
て

１
８
０
０
万
円
。
市
内
飲
食
店

や
有
料
施
設
に
３
か
所
以
上
立

ち
寄
る
10
人
以
上
の
ツ
ア
ー
に

上
限
８
万
円
を
補
助
。 

〔
原
〕

　

同
課
に
よ
る
と
「
堺
市
地
域

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
」（
入
院
時
の
検
査
結
果
や

治
療
歴
等
を
身
近
な
医
療
機
関

で
参
照
可
能
と
す
る
）
の
活
用

促
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
患
者

本
人
や
家
族
、
医
療
・
ケ
ア
チ

ー
ム
が
話
し
合
い
、
最
期
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
の
思
い
や
医

療
、介
護
方
針
を
共
有
す
る「
人

生
会
議
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
の
普
及
を

目
指
す
、
と
の
こ
と
。
と
は
い

え
、
終
末
期
の
病
状
は
刻
一
刻

変
化
し
、
そ
れ
に
よ
り
患
者
の

気
持
ち
に
も
変
化
が
起
こ
る
。

共
有
事
項
に
縛
ら
れ
ぬ
柔
軟
性

も
求
め
ら
れ
そ
う
。 

〔
原
〕

た
ご
み
の
処
分
費
と
し
て
、
お

よ
そ
３
億
５
千
万
円
を
同
大
学

に
支
払
う
補
正
予
算
案
を
含
む

議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

本
紙
が
入
手
し
た
ご
み
処
分

費
用
の
算
定
根
拠
に
か
か
る
文

　

堺
市
議
会
は
12
月
19
日
、
近

畿
大
学
病
院
建
設
現
場
か
ら
出

養
を
選
択
す
る
際
の
要
件
と
す

る
こ
と
が
多
い
。

　

だ
が
一
方
で
、
こ
う
し
た
基

準
が
医
療
機
関
が
施
設
基
準
を

満
た
す
施
設
と
し
て
の
届
け
出

を
た
め
ら
う
原
因
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
と
同
課
は
見
て
い
る
。

特
に
診
療
所
で
は
常
勤
医
師
が

少
な
い
た
め
、
１
人
の
医
師
に

か
か
る
負
担
増
が
影
響
し
や
す

い
、
と
も
。

　

近
年
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の

需
要
が
高
ま
り
、
訪
問
診
療
で

は
看
取
り
件
数
が
増
加
し
て
い

る
。市
で
は
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生

活
の
質
）
向
上
を
図
る
た
め
、

ど
ん
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

寝
た
き
り
で
通
院
が
困
難
な

ケ
ー
ス
や
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

（
＝
終
末
期
を
穏
や
か
に
過
ご

す
た
め
の
医
療
、
看
護
、
介
護

ケ
ア
）
で
在
宅
療
養
の
需
要
が

急
速
に
高
ま
る
中
、
供
給
は
十

分
な
の
か
。
堺
市
健
康
医
療
政

策
課
に
聞
い
た
。

　

南
区
は
堺
市
の
ほ
か
の
区
に

比
べ
、
高
齢
化
率
が
35
・
４
％

と
高
い
が
、
在
宅
療
養
支
援
を

提
供
で
き
る
施
設
数
が
少
な
い

の
が
現
状
（
＝

）。

　

表
に
示
し
た
施
設
は
、
24
時

間
往
診
可
能
な
体
制
や
緊
急
時

の
入
院
体
制
の
確
保
等
、
い
わ

ゆ
る
「
施
設
基
準
」
を
満
た
す

医
療
機
関
で
、
患
者
が
在
宅
療

書
お
よ
び
、
市
が
現
場
を
確
認

し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
文
書
等

に
よ
り
、
市
は
ご
み
の
量
を
正

確
に
把
握
す
る
た
め
、
工
事
を

担
当
す
る
大
林
組
と
の
間
で
、

協
議
を
重
ね
て
き
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

協
議
で
は
掘
削
中
に
ご
み
を

仕
分
け
せ
ず
、
別
の
場
所
に
搬

出
し
た
う
え
で
、
で
き
る
だ
け

入
念
に
分
別
す
る
こ
と
や
、
埋

め
戻
し
に
利
用
で
き
な
い
土
砂

に
つ
い
て
、
市
側
が
処
分
費
を

負
担
し
な
い
こ
と
な
ど
が
取
り

決
め
ら
れ
た
。

　

ご
み
は
、
が
れ
き
類
、
塵
芥

ま
じ
り
土
砂
、
塵
芥
ま
じ
り
汚

泥
、
分
別
が
不
可
能
な
堆
積
塵

芥
な
ど
多
種
に
お
よ
び
、
分
別

に
時
間
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
後
、
ご
み
の
種
類
別

に
量
を
算
出
、
そ
れ
ぞ
れ
の
搬

出
先
を
決
定
し
、分
別
収
集
費
、

処
分
費
、
運
搬
費
、
現
場
管
理

費
な
ど
を
積
算
。
昨
年
11
月
、

大
学
側
は
よ
う
や
く
市
へ
請
求

を
行
っ
た
。 

〔
原
〕

　

昨
年
10
月
に
和
泉
市
が
実
施

し
た
「
街
路
樹
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
ま
と
ま
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ウ
ェ
ブ
方

式
で
、回
答
者
は
１
５
０
９
人
。

回
答
者
が
多
か
っ
た
校
区
は
、

い
ぶ
き
野
11
％
、
光
明
台
南
11

％
、青
葉
は
つ
が
野
９
％
な
ど
、

中
部
地
域
に
暮
ら
す
住
民
が
約

59
％
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
住
居
近
く
に
街
路
樹
が
あ

る
地
域
と
重
な
る
。

　

街
路
樹
に
つ
い
て
良
い
と
感

じ
る
こ
と
（
複
数
回
答
可
）
で

は
、
景
観
が
美
し
い
65
％
、
新

緑
や
紅
葉
な
ど
季
節
を
感
じ
る

61
％
、
夏
に
木
陰
が
で
き
て
涼

し
い
51
％
な
ど
が
過
半
数
を
占

め
た
。

　

一
方
、
街
路
樹
で
不
満
に
感

じ
る
こ
と
（
同
）
で
は
、
木
の

根
で
歩
道
に
段
差
が
で
き
て
い

る
35
％
、
落
葉
が
大
量
に
出
る

35
％
、
信
号
や
標
識
を
隠
し
、

見
通
し
が
悪
い
31
％
な
ど
の
回

答
が
比
較
的
多
数
を
占
め
た
。

　

今
後
、
限
ら
れ
た
財
源
で
管

理
を
行
う
た
め
の
方
策
と
し
て
、

要
、
不
要
を
取
捨
選
択
し
、
費

用
の
抑
制
を
図
る
58
％
、
さ
ら

な
る
予
算
を
確
保
し
、
樹
形
を

整
え
る
27
％
、
本
数
を
減
ら
し

費
用
抑
制
を
図
る
10
％
、
剪せ
ん
定

等
の
頻
度
を
減
ら
し
費
用
抑
制

を
図
る
が
５
％
だ
っ
た
。

　

自
由
記
述
欄
に
は
、「
自
然
の

美
し
さ
が
損
な
わ
れ
る
の
で
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
つ

け
な
い
で
ほ
し
い
。
費
用
の
ム

ダ
使
い
だ
」
や
「
剪
定
で
切
り

す
ぎ
、
木
の
棒
が
立
っ
て
い
る

だ
け
で
景
観
が
悪
い
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

〔
原
〕

132,177 46,851 35.4 17 0
147,241 39,539 26.9 39 3
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134,876 35,835 26.6 35 2
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811,993 229,850 28.3 178 13

※在宅療養支援診療所数と同病院数はいずれも24時間往診可能な体制
や緊急時の入院体制の確保等施設基準を満たす医療機関の数で、施
設基準を満たさない訪問診療所と区別される。資料「医療計画にお
ける在宅医療の指標及び各圏域の参考指標の状況」から抜粋。
※人口は総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」
１月１日時点による。



　

タ
イ
の
大
学
院
生
は
「
多
世

代
の
住
民
た
ち
が
集
ま
れ
る
場

所
の
大
切
さ
、
そ
こ
に
中
心
と

な
る
人
が
い
る
こ
と
も
大
事
だ

と
参
考
に
な
っ
た
」
と
、
話
し

て
い
た
。 

〔
横
山
〕

　

日
常
の
何
気
な
い
風
景
を
切

り
取
り
、芸
術
に
昇
華
さ
せ
る
。

富
田
林
市
在
住
の
日
本
画
家
・

末す
え
か
ね包
恭
子
さ
ん
の
個
展
が
、
大

阪
狭
山
で
開
催
さ
れ
る
。

　

図
鑑
の
模
写
な
ど
、
幼
少
の

頃
か
ら
、
一
人
で
絵
を
描
い
て

遊
ぶ
の
が
好
き
だ
っ
た
末
包
さ

ん
。
中
学
・
高
校
時
代
は
、
美

術
部
で
油
絵
を
描
き
、
美
術
大

学
に
進
学
し
て
、
新
し
い
技
法

に
挑
戦
し
た
い
と
、
日
本
画
を

専
攻
。
以
降
、
日
本
画
家
と
し

て
、
常
に
新
た
な
表
現
を
模
索

し
続
け
て
い
る
。

　

末
包
さ
ん
が
好
ん
で
描
く
の

は
、
道
端
に
咲
く
野
の
草
や
住

宅
街
の
電
線
な
ど
の
日
常
風

景
。「
見
過
ご
し
が
ち
な
物
ば
か

り
で
す
が
、
実
は
素
敵
な
物
に

囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と

に
、
気
付
い
て
も
ら
え
た
ら
」

と
。
女
性
ら
し
い
繊
細
な
タ
ッ

チ
と
、
や
わ
ら
か
な
色
彩
は
、

見
る
者
の
郷
愁
を
誘
う
。

　

天
展
（
大
賞
）、
春
季
創
画

展
（
春
季
展
賞
）、
京
都
日
本

画
家
協
会
展
（
市
長
賞
）、
青

垣
２
０
０
１
年
日
本
画
大
賞
展

（
河
北
倫
明
賞
）
他
、
受
賞
。

京
都
で
２
年
に
１
回
、
個
展
を

開
催
す
る
他
、
ア
メ
リ
カ
や
カ

ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
、
海
外
で
の
展
示
も
。

　

「
末
包
恭
子
展
〜
日
々
の
中

か
ら
」
は
、28
日
〜
２
月
３
日
、

10
時
〜
６
時
（
最
終
日
は
４
時

ま
で
）、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
美
游
館

（
西
山
台
６

－

１

－

16
）
で
。

約
20
点
を
展
示
。
泉
北
・
金
剛

地
区
で
は
、
18
年
ぶ
り
と
な
る

個
展
。
会
期
中
無
休
。
末
包
さ

ん
在
廊
日
は
、
30
・
31
日
、
２

月
１
・
２
日
、
１
時
〜
４
時
。

問
い
合
わ
せ
＝
美
游
館
０
７
２
・

３
６
７
・
５
６
５
０ 

〔
山
本
〕

　

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
タ
イ

の
チ
ュ
ラ
ロ
ー
ン
コ
ー
ン
大
学

の
大
学
院
生
16
人
と
准
教
授
ら

が
視
察
に
訪
れ
12
月
11
日
、「
茶

山
台
と
し
ょ
か
ん
」
で
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
歴
史
や
現
状
を
学
ん

だ
。
高
齢
者
の
幸
せ
・
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ラ
を
テ
ー
マ
に
視
察

に
挑
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
会
の

あ
と
茶
山
台
団
地
を
見
学
。
様 

々
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

　

３
年
前
、
立
命
館
大
学
政
策

科
学
部
の
大
学
院
生
が
堺
市
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
そ
の
な

か
の
留
学
生
だ
っ
た
タ
イ
の
大

学
院
生
が
つ
な
ぎ
役
と
な
り
、

昨
年
か
ら
同
大
学
政
策
科
学
部

と
チ
ュ
ラ
ロ
ー
ン
コ
ー
ン
大
学

建
築
学
部
と
不
動
産
開
発
学
部

が
共
催
し
タ
イ
か
ら
の
大
学
院

生
の
視
察
が
始
ま
り
今
回
２
回

目
。

　

同
大
准
教
授
で
政
策
科
学
博

士
の
豊
田
祐
輔
さ
ん
が
引
率
し

た
勉
強
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｎ
の
代
表
理
事
・
湯
川
ま

ゆ
み
さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
。

同
法
人
は
多
様
な
地
域
組
織
と

人
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
住
民

参
加
の
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
団

地
再
生
の
事
業
な
ど
を
展
開
。

湯
川
さ
ん
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
資

料
を
元
に
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
成
り
立
ち
や
街
開
き
か
ら
50

年
を
経
て
の
課
題
、
高
齢
者
率

な
ど
を
説
明
。
学
生
た
ち
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。途
中
、

「
近
隣
セ
ン
タ
ー
と
は
何
で
す

か
？
」
な
ど
の
質
問
も
。

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京

２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

（
第
25
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
）。
新
檜
尾
台
の

嶋
田
裕
子
さ
ん
が
、
25
日
に
実

施
さ
れ
た
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
し
た
。
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

は
聴
覚
障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー

ト
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

　

嶋
田
さ
ん
は
２
歳
の
時
に
高

熱
で
聴
覚
を
失
っ
た
。
そ
し
て

中
学
３
年
の
時
に
、
校
内
マ
ラ

ソ
ン
で
優
勝
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
走
り
始
め
た
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
２

０
０
５
年
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
と

２
０
０
９
年
台
北
大
会
の
２
大

会
連
続
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
、
２

０
１
７
年
サ
ム
ス
ン（
ト
ル
コ
）

大
会
で
７
位
に
入
賞
。
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
完
走
は
60
回
、
大
阪
国

際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
は
14
回
出

場
。
自
己
ベ
ス
ト
は
２
時
間
53

分
56
秒
で
日
本
デ
フ
記
録
と
な

っ
て
い
る
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
０
０

周
年
を
迎
え
「
初
め
て
東
京
で

開
催
さ
れ
た
今
大
会
に
出
場
で

き
光
栄
」
と
喜
ぶ
嶋
田
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
全
力
で
挑
ん
だ
。

　

開
催
当
日
は
、
小
雨
で
肌
寒

い
中
ス
タ
ー
ト
。
元
高
速
道
路

を
走
る
周
回
コ
ー
ス
で
沿
道
に

は
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け

た
。
夫
・
英
樹
さ
ん
や
、
嶋
田

さ
ん
が
所
属
す
る
泉
北
ラ
ン
ニ

ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
も
、

横
断
幕
や
手
作
り
の
応
援
グ
ッ

ズ
を
手
に
見
守
っ
た
。
男
女
と

も
に
大
会
新
記
録
が
出
る
レ
ベ

ル
の
高
い
戦
い
と
な
っ
た
が
、

嶋
田
さ
ん
は
始
終
ペ
ー
ス
を
崩

さ
ず
に
完
走
。
そ
し
て
沿
道
か

ら
の
手
話
で
の
応
援
（
サ
イ
ン

エ
ー
ル
）
に
手
を
振
っ
た
り

手
話
で
応
え
続
け
「
最
後
ま

で
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
み
ん
な
の
応
援
の

お
か
げ
」
と
。
応
援
し
て
い

た
メ
ン
バ
ー
は
、
常
に
笑
顔

で
一
生
懸
命
走
り
抜
け
た
嶋

田
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
て
涙

ぐ
ん
だ
。
結
果
は
3
時
間
27

分
11
秒
で
14
位
だ
っ
た
。

　

「
走
る
だ
け
で
な
く
、
ピ

ラ
テ
ィ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
を
取

り
入
れ
た
体
の
ケ
ア
と
、
夫

の
サ
ポ
ー
ト
が
大
き
な
力
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
２
月

の
別
府
マ
ラ
ソ
ン
で
３
時
間

10
分
台
を
目
指
し
、
３
月
の

東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
も
初
挑
戦

す
る
予
定
で
す
」。 

〔
冨
尾
〕



　

11
月
19
日
昼
、
池
田
下
町
の

な
た
が
詐
欺
に
加
担
し
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
捜
査
す
る
」

と
個
人
情
報
を
聞
か
れ
た
。

　

12
月
２
日
昼
、
和
泉
市
の
住

民
の
携
帯
電
話
に
「
＋
１
８
０

０
」
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話
番

号
で
、
郵
便
局
を
か
た
る
男
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。「
名
古
屋
市

に
荷
物
を
送
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

荷
物
の
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
が
入
っ
て
い
て
お
か
し
い
。

こ
の
ま
ま
愛
知
県
警
に
電
話
を

つ
な
ぐ
」
と
言
い
、
次
に
愛
知

県
警
を
か
た
る
男
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
要

求
さ
れ
、
ビ
デ
オ
通
話
で
「
あ

　

12
月
１
日
昼
、
和
泉
市
内
で

勤
務
中
の
人
の
携
帯
電
話
に「
＋

18
」
で
始
ま
る
国
際
電
話
番
号

で
、
警
視
庁
捜
査
二
課
ス
ガ
ワ

ラ
を
名
乗
る
男
か
ら
、「
ア
ラ
イ

ミ
ノ
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

あ
な
た
が
事
件
に
関
与
し
て
い

る
疑
い
が
あ
る
の
で
出
頭
し
て

く
だ
さ
い
」
と
不
審
な
電
話
。

　

12
月
３
日
夜
、
和
泉
市
山
荘

町
で
、
体
長
約
１
メ
ー
ト
ル
の

イ
ノ
シ
シ
が
目
撃
さ
れ
た
。

　

12
月
４
日
夕
方
、
和
泉
市
東

阪
本
町
で
、
体
長
約
１
メ
ー
ト

ル
の
イ
ノ
シ
シ
１
頭
が
目
撃
さ

れ
た
。

住
民
宅
に
、
遺
失
物
セ
ン
タ
ー

を
か
た
る
女
の
自
動
音
声
で「
落

と
し
物
が
見
つ
か
っ
た
の
で
手

続
き
の
た
め
３
番
を
押
し
て
く

だ
さ
い
」
と
電
話
が
あ
り
、
３

番
を
押
す
と
無
言
の
ま
ま
電
話

が
切
れ
た
。

　

和
泉
市
で
は
、
警
察
や
官
公

庁
、
金
融
機
関
や
電
話
会
社
な

ど
を
か
た
る
不
審
な
電
話
が
多

発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
詐
欺
に
つ
な
が
る
。
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
和
泉
署

で
は
随
時
安
ま
ち
メ
ー
ル
を
配

　

11
月
13
日
昼
、
和
泉
市
内
の

住
民
宅
に
電
話
会
社
の
職
員
を

か
た
る
男
が
電
話
を
か
け
「
電

話
代
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
の

で
至
急
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
言
っ
た
。

　

12
月
９
日
夕
方
、
大
庭
寺
の

飲
食
店
の
駐
輪
場
に
無
施
錠
で

止
め
て
い
た
30
代
男
性
の
原
付

バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

12
月
11
日
夜
、
原
山
台
３
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
60
代
男
性
の
原

　

11
月
17
日
昼
、
池
田
下
町
の

住
民
の
携
帯
電
話
に
長
野
県
警

察
捜
査
二
課
を
か
た
り
「
＋
１

８
６
」
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話

番
号
で
「
逮
捕
し
た
犯
人
か
ら

あ
な
た
名
義
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
が
出
て
き
た
」
と
不
審
な

電
話
。

　

12
月
８
日
頃
、
若
松
台
２
丁

の
公
園
の
工
事
現
場
か
ら
銅
線

１
本
（
70
メ
ー
ト
ル
、
約
17
万

円
相
当
）
が
切
断
さ
れ
、
盗
ま

れ
た
。

　
南
区
で
は
２
０
２
５
年
バ
イ

ク
の
盗
難
が
激
増
。
特
に
夏
以

降
そ
の
勢
い
が
収
ま
ら
ず
、
昨

年
12
月
23
日
現
在
約
１
３
０
件

と
過
去
５
年
で
最
高
と
な
っ
た
。

　

盗
難
場
所
の
９
割
は
団
地
の

駐
輪
場
で
、
盗
難
被
害
に
遭
っ

た
バ
イ
ク
は
部
品
を
取
り
替
え

て
乗
り
回
し
、
犯
罪
に
利
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

　

車
種
で
は
、
ホ
ン
ダ
「
タ
ク

ト
」、
ヤ
マ
ハ
「
シ
グ
ナ
ス
」、

ス
ズ
キ
「
ア
ド
レ
ス
」
に
被
害

が
多
い
。
南
堺
署
で
は
以
前
か

ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い
、

犯
人
も
検
挙
さ
れ
て
い
る
も
の

の
被
害
は
続
い
て
お
り
、
更
に

対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
署
は
、
各
自
の
防
犯

対
策
と
し
て
二
重
三
重
ロ
ッ
ク

を
推
奨
し
て
い
る
。
犯
人
は
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
嫌
が
る
た

め
、「
キ
ー
を
抜
く
こ
と
に
加
え
、

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
・
Ｕ
字
ロ
ッ

ク
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
す
る
こ

と
で
時
間
を
稼
ぎ
、
犯
人
に
諦

め
さ
せ
る
こ
と
も
大
変
有
効
」

と
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

11
月
29
日
午
前
、
桃
山
台
の

住
民
の
携
帯
電
話
に
、
兵
庫
県

警
特
殊
二
課
を
か
た
る
女
か
ら

「
あ
る
事
件
に
つ
い
て
本
部
ま

で
来
て
欲
し
い
」
と
不
審
な
電

話
。

　

12
月
６
日
頃
、
新
檜
尾
台
４

　

11
月
８
日
夕
方
、
万
町
で
70

代
女
性
が
自
転
車
で
走
行
中
に

２
５
０
㏄
バ
イ
ク
と
接
触
し
、

後
頭
部
と
右
足
太
も
も
に
ケ
ガ

を
し
た
。

　

12
月
３
日
頃
、
三
原
台
３
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
止
め
て

い
た
50
代
男
性
の
バ
イ
ク
の
サ

イ
ド
カ
バ
ー
が
盗
ま
れ
た
。

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

12
月
11
日
夜
、
原
山
台
３
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
60
代
男
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

12
月
15
日
頃
、
茶
山
台
２
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
70
代
女
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
11
日
朝
、
い
ぶ
き
野
で

50
代
女
性
が
自
転
車
で
走
行
中

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
接
触
し
左

足
太
も
も
に
ケ
ガ
を
し
た
。

信
し
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

丁
の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
止
め

て
い
た
50
代
男
性
の
バ
イ
ク
の

両
サ
イ
ド
の
ミ
ラ
ー
が
盗
ま
れ

た
。

　

11
月
４
日
深
夜
、
御
池
台
２

丁
の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
止
め

て
い
た
40
代
男
性
の
バ
イ
ク
の

前
部
分
（
カ
ウ
ル
）
が
盗
ま
れ

た
。



　

小
中
高
生
女
子
を
対
象
と
し

た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
「
テ
ク

ノ
エ
ル
マ
ー
ナ
」
が
メ
ン
バ
ー

を
募
っ
て
い
る
。同
チ
ー
ム
は
、

「
和
泉
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー

ム
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
社
会

人
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
和

泉
テ
ク
ノ
F
C
」
の
下
部
組
織

に
あ
た
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
け
れ
ど
、

男
子
と
比
べ
る
と
な
か
な
か
活

動
場
所
が
な
い
女
子
サ
ッ
カ
ー
。

　

上に
わ
だ
に

神
谷
（
富
蔵
）
の
峯
野
繁

信
さ
ん
宅
で
、
樹
齢
３
０
０
年

以
上
の
サ
ザ
ン
カ
が
白
い
花
を

咲
か
せ
て
い
る
。
か
つ
て
妙
見

山
感
応
寺
へ
参
詣
す
る
人
の
た

め
に
宿
屋
を
し
て
い
た
時
代
、

そ
の
庭
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う

花
木
と
し
て
は
珍
し
い
古
木
。

寒
さ
に
負
け
ず
咲
く
サ
ザ
ン
カ

は
、
花
び
ら
が
１
枚
ず
つ
散
っ

て
地
面
を
彩
る
の
が
特
徴
。
咲

く
花
と
白
い
花
び
ら
の
じ
ゅ
う

た
ん
を
同
時
に
楽
し
め
る
様
子

が
人
気
で
、
今
月
上
旬
ま
で
見

頃
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い

の
名
木
と
し
て
、
毎
年
多
く
の

人
が
足
を
止
め
る
。
取
材
日
（
12

月
19
日
）
は
満
開
で
、
峯
野
さ

ん
は
「
香
り
を
楽
し
め
る
今
が

一
番
」
と
。 

〔
元
村
〕

「
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
た
い
」「
サ
ッ
カ

ー
を
続
け
た
い
」

な
ど
、
サ
ッ
カ
ー

を
プ
レ
ー
す
る
こ

と
を
諦
め
た
く
な

い
女
子
が
思
い
き

り
打
ち
込
め
る
チ

ー
ム
だ
。

　

コ
ー
チ
は
、
サ

ッ
カ
ー
の
強
豪
・

星
稜
高
校
（
石
川

県
）
の
背
番
号
10

で
主
将
を
務
め
、

現
在
は
大
学
サ
ッ

カ
ー
で
活
躍
す
る

山
下
陸
さ
ん
。「
サ

ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
、『
で
き
た
！
』
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
楽
し

み
な
が
ら
技
術
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
指
導
に

取
り
組
む
。
そ
の
他
、
小
学
生

の
指
導
経
験
が
豊
富
な
コ
ー
チ

も
在
籍
し
て
お
り
、
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
丁
寧
な
指
導
を
行
う
。

　

ま
た
、
和
泉
テ
ク
ノ
F
C
と

練
習
す
る
場
合
は
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
指
導
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
。
中
学
生
以
上
は
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
か
ら
の
招
集
あ
り
。

「
サ
ッ
カ
ー
を
大
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
コ
ー
チ
陣
。

　

練
習
場
所
は
関
西
ト
ラ
ン
ス

ウ
ェ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ジ
ア
ム

（
下
宮
町
）。
練
習
は
週
２
回

（
主
に
水
、
金
）。
本
格
的
に

始
動
す
る
来
年
４
月
か
ら
は
練

習
日
が
増
え
る
予
定
。
初
心
者

歓
迎
。
練
習
参
加
、見
学
無
料
。

希
望
者
は
０
８
０
・
９
７
５
５
・

０
９
０
１
（
平
木
さ
ん
）
ま
で
。

 

〔
髙
見
〕

　

11
月
19
日
夜
、
茶
山
台
で
男

児
が
電
子
タ
バ
コ
を
誤
飲
し
救

急
要
請
。

　

11
月
13
日
朝
、
の
ぞ
み
野
で

10
代
男
性
が
階
段
の
約
10
段
目

か
ら
転
落
し
手
足
に
ケ
ガ
を
し

た
。

　

11
月
23
日
夕
方
、
別
所
で
70

代
男
性
が
重
い
物
を
持
ち
上
げ

た
際
、
鼻
か
ら
出
血
し
た
。

　

11
月
６
日
夕
方
、
あ
ゆ
み
野

で
60
代
男
性
が
店
舗
の
入
口
で

転
び
顔
面
に
ケ
ガ
を
し
た
。

60
代
男
性
が
公
園
内
の
鉄
製
の

門
扉
に
頭
を
ぶ
つ
け
額
に
ケ
ガ

を
し
た
。

　

11
月
16
日
午
前
、
若
松
台
で

　

11
月
14
日
夕
方
、
は
つ
が
野

で
50
代
男
性
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
中

に
転
び
、
顔
面
や
手
足
な
ど
に

ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
16
日
午
前
、
庭
代
台
で

80
代
女
性
が
施
設
内
の
ベ
ッ
ド

か
ら
転
落
し
頭
に
ケ
ガ
。

　

11
月
26
日
夕
方
、
桃
山
台
で

80
代
女
性
が
路
上
で
転
び
腕
と

ひ
ざ
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

11
月
５
日
昼
、
い
ぶ
き
野
で

80
代
女
性
が
自
宅
の
玄
関
先
で

転
び
頭
と
手
足
に
ケ
ガ
。

　

11
月
８
日
夜
、
い
ぶ
き
野
で

80
代
男
性
が
浴
室
で
転
倒
し
額

に
ケ
ガ
を
し
た
。



A
D

G

B
E

H

F
I

C

　

左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は１月29日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

★年賀状書きをしました。もうやめよ
うかと思っていたら「やめてしまっ
たら一切消息がわからなくなるよ、
喪中ハガキも来なくなる」と友達に
言われ思いとどまりました。（宮山
台・N.Tさん）

★12月18日号の「ここはどこでしょう」
の写真を見て学生時代を思い出し、
思わずスマホを手に取り初めて応募
しています！
　　訪問介護の仕事をしていますが、

泉北ニュータウンができた頃にここ
に移り住んだ方々がご高齢になられ
ており「今では名ばかりのニュータ
ウンや！」と笑って話されています。
　私は生まれてからずっと泉北です
がホントにこの町が大好きです。子
どもの人口がどんどん減っています
がまた昔のように活気ある町になっ
たらいいなと思う今日この頃。（原山
台・りんさん）

★近商ストアは実家の近くの槇塚台店
しか知らず、12月18日号のコミュニ
ティを見て若松台にもあったことを
知りました。茶山台のピーコックス
トアもそうですが、かつては近隣セ
ンターのバス停の近くにスーパーが
あって、生活に便利な街でした。

　　他には近隣センターに本屋さんが
残っているところも僅少です。先日、
庭代台のブックスタマキで伺うと、
他には城山台のつちや書店ぐらいの
ようです。私は、もし今も開発計画
を主導した企業局が残っていれば、
商売を続けてきた事業所に表彰を行

っていいくらいだと思います。（庭代
台・M.Kさん）

★三原台中学校前の緑道を高倉台方面
に少し歩くと、トンネル手前の左手
の樹木の間に122階段がポツンとあ
る。階段の中央には、自転車を押し
ながら通れる配慮も。登りきると、
池があって右手が三原台回りのバス
道路、左手が三原台４丁の住宅地だ。
　　近所の人によると「三原台中学校
や近隣センターに行くのに遠回りせ
んとアカン。当時の府企業局に直行
できるよう階段を作ってもらった」
という。だが、50年たった今は、上

り下りする人はほとんどいない。（三
原台・Mさん）

（茶山台・ちこさん）



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

２時過ぎで雲が多く遠くまでは見晴
らせませんでしたが結構高く上がっ
て履中天皇陵は形が奇麗に見えまし
た。仁徳天皇陵は近すぎて全景は見
えません。上がってから見たい方向
に移動できるので海側、山側写真を
撮っていたらあっという間に降りる
時間になりました。
　　堺市民はマイナンバーや運転免許
証を見せて3200円。20年くらい前で
すが北海道でガス気球体験したとき
は4000円くらいしたのでそんなに割
高感はありませんでした。高いとこ
ろが平気な方は一度は乗られてはと
思いました。（竹城台・高倉マナさん）

★紅白歌合戦が終わって空気が冷たく

深々とした夜。人が少しずつ集まり、
気が付けば長蛇の列を作っていた。
順番に厳かに鐘をつき、新たな年を
迎えた。（三原台・koba_yanさん）

★自宅周りの桜の立ち枯れが気になり
ます。春が楽しみな私にとって大き
な桜が枯れている姿はとても悲し
い。趣味の体操教室の集まりでも話
題になることが多い。なんとかして
良い対策を立てて欲しい。（三原台・
T.Tさん）

★近大病院が（泉ヶ丘に）できたから
か救急車とドクターカーが一緒に走
っているところを初めて見ました。
何か事故があった時の安心感が増し
たような気がします。（若松台・Y.M
さん ）

★12月20日大仙公園の近所に用があり
出かけて、帰りに天気がいいので気
球の写真でも撮ろうかと乗り場の方
に行ってみました。「何回か見送って
もいいなら今から受け付ける」との
ことで当日の列に並びました。
　　意外と予約の方が来ないタイミン
グがあり、30分待って乗れました。

★近畿大学病院の当日の診療費の支払
いがとても楽でした。今までは精算
ファイルを提出して30分から１時間
の待ち時間がありましたが、瞬時に
手続きは終了します。
　　ただクレジットの引き落としが５
日後なので、領収書が必要な場合に
再び来院し印刷発行という手間がか
かります。アプリで領収書データを
受け取れればありがたいと思いまし
た。（三原台・K.Aさん）

★近畿大学病院の当日の診療費支払い
がとても楽でした。今までは精算フ
ァイルを提出して30分から１時間の
待ち時間がありましたが、瞬時に手
続きは終了します。
　　ただクレジットの引き落としが５
日後なので、領収書が必要な場合に
再び来院し印刷発行という手間がか
かります。アプリで領収書データを
受け取れればありがたいと思いまし
た。（三原台・K.Aさん）

★元旦に、三林町の春日神社へ初詣に
行きました。少し寒かったですが、
天気も良く、お参りする方のすごい

列！お札やお守りを返す人、おみく
じを引く人、いつも静かな境内に人
だかりができていました。（はつが

野・あおちゃんさん）



　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
品物の持ち帰りは自由です。

◆ミズノのトートバック（幅35×奥行
12×高さ30cm、美品、ブラック＜ナイ
ロン製＞、重さ＝900ｇ、容量＝17L）
を2000円で取りに来られる方に譲り
ます。
 （竹城台・夏木 tokoro5170@gmail.
com）
◆洋服タンス（幅80×奥行54×高さ
167cm、美品）を無料で取りに来られ
る方に譲ります。
 （槇塚台・うえさん kohikans@yahoo
 .co.jp）

◆１ドア冷蔵庫（幅43.9×奥行47×高
さ51cm、美品＜３年前に購入＞、取
説あり）と高齢者用の押し車をまと
めて1000円で取りに来られる方に譲
ります。
 （御池台・中村 ☎072-298-1880）
◆ひな人形セット（五人飾り＜男雛・女
雛・三人官女、その他飾り付き＞、ガラ
スケース＜幅77×奥行48×高さ47cm、
オルゴール付き＞）を無料で取りに来
られる方に譲ります。毛布とヒモで
まとめ、一人でも運べる状態でお渡
しします。
 （庭代台・山本 ☎080-3853-8832）
◆デアゴスティーニの昭和タイムズ
（全64号セット）を5000円でお届けし
ます。待ち合わせも可。
 （御池台・グッチー ☎ 090-4564-7971）
◆春夏スーツ（サイズBB6、紺色、パン
ツ＝ウエスト96cm・ノータック・右
太もも側が４cm四方くらい生地が
薄くなっています）を1100円で

 ▷ホームキッチン５本セット（ナイ

ロン製、全て未使用、ターナー等）を
1000円で
 ▷ガラス食器（小鉢・小皿等々、２～
６枚セット、10種類で合計21枚、大半
未使用品）を1100円で

 ▷タッキーニのウインドブレーカー
（メンズサイズ＜Ｏサイズ＞、裏地付
き、冬物）を1100円で
 ▷鍋用野菜トレー（蓋付き、あまり
使用せず）を1100円で

 譲ります。品物によってはお届け可。
 （原山台・中尾 nakaona@ezweb.
ne.jp、☎080-6260-8760）

◆卓上の機織り機（約50cm正方）を無
料で取りに来られる方に譲ります。
 （赤坂台・沖永 ☎090-6736-9972＜連
絡は午後１時～４時に＞）
◆24インチ位の自転車（黒色、２台あ
り）を1000円で取りに来られる方に
譲ります。
 （城山台・北村 ☎090-3847-9128＜連
絡は午前中に＞）
◆飾り棚（幅255×奥行50×高さ90cm、
１枚板の３段棚、引き出し４つ、ガラ
ス開き戸の中は２段棚あり、持ち運
ぶのに二人必要）を

 ▷テレビ台（幅83×奥行37×高さ
45cm、引き出し１つ、引き戸１つ）を 
いずれも無料で取りに来られる方に
譲ります。
 （城山台・足立 ☎090-6914-6034）
◆二胡のセット（セミハードケース、松
脂、調子笛、弦＜新品＞付属）を５万円
で取りに来られる方に譲ります。待
ち合わせも可。
 （鴨谷台・カナ kanako_y@hotmail.
com）

◆７インチオープンリールテープ（「魔
笛」他音楽テープ10巻、新品４巻、空
リール）を5000円で待ち合わせて引
き渡しできる方に譲ります。

 （いぶき野・小林 ☎090-5644-4721）

◆掛けと敷き布団のセット（未使用、ポ
リエステルと綿）を2000円で

 ▷夏・冬・敷き布団（未使用、シミあ
り）をまとめて2500円で

 ▷敷き布団（未使用、日焼けあり）を
500円で
 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。

 （いぶき野・山下 ☎0725-55-4684）

◆ベビー布団セット（幅70×奥行
120cm、美品＜数回使用＞）を無料で
取りに来られる方に譲ります。

 （豊田・piyopiyo mggchan.24mk@
gmail.com）

◆池坊の花器
 ▷御玄猪を１万円で
 ▷一文字を5000円で
 ▷二重生を1000円で
 取りに来られる方に譲ります。
 （緑ケ丘・荒井 ☎0725-24-0992）

◆ルーフラック（自動車用、アルミ製、
幅100×奥行160×高さ12cm、ホワイ
ト、2025年２月購入、美品＜取り付け
のみ＞）を5000円 で 譲 り ま す。 
受け渡しは要相談。御池台まで取り
に来る事が出来ない場合、泉北ニュ
ータウン内ならお届け可。

 （美木多上・はいちゃん khkhosaka
 9668@gmail.com、☎090-3997-9668）

◆帝塚山学院泉ヶ丘のコート（モデル
チェンジ後）を5000円で譲ってくだ
さい。取りに伺います。待ち合わせも
可。

 （庭代台・すう gomako12@gmail.
com）

　品物の受け付けは
　ＱＲコードが簡単。



　

宗
福
寺
は
文
永
２
年
（
１
２

６
５
年
）に
伽
藍
が
建
立
さ
れ
、

松
尾
寺
奥
の
院
と
し
て
隆
盛
を

誇
っ
た
が
、
天
正
年
間
（
１
５

７
３
〜
92
年
）
の
兵
火
で
焼
け

落
ち
た
。
そ
の
時
、
残
っ
た
仁

王
像
は
天
野
山
金
剛
寺
に
、
梵

鐘
は
北ほ
く

辰し
ん

妙み
ょ
う
け
ん見
神
社
（
和
歌
山

県
伊
都
郡
）
に
飛
び
去
っ
た
と

い
う
伝
説
が
あ
る
。
弥
勒
菩
薩

坐
像
の
移
動
も
こ
の
時
か
。
不

思
議
な
話
で
は
あ
る
が
、
大
正

２
年
の
調
査
で
北
辰
妙
見
神
社

か
ら
文
永
二
年
と
刻
ま
れ
た
梵

鐘
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
伝
説
に
は
何
が
し
か
の
真

実
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

境
内
の
槙
と
椿
は
大
阪
府
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
天
正
年
間
に
織
田
信
長
に

よ
る
兵
火
を
２
度
も
受
け
た
が
、

翌
春
に
は
新
芽
を
出
し
た
と
い

う
伝
説
が
あ
り
、
不
老
延
命
の

御
神
木
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

る
。
春
は
椿
の
花
の
首
輪
を
女

児
に
、
秋
は
槙
の
実
を
男
児
に

与
え
、
無
病
息
災
を
祈
る
と
い

う
。
た
だ
、
樹
齢
約
２
５
０
〜 

３
０
０
年
で
、
伝
説
と
は
開
き

が
あ
る
の
が
謎
で
あ
る
。〔
杉
本
〕

　

宗
福
寺
は
明
治
３
年
に
廃
寺

に
な
る
ま
で
、
春
木
春
日
神
社

（
和
泉
市
春
木
町
冬
堂
）
の
境

内
に
あ
っ
た
。
春
木
春
日
神
社

は
春
日
大
社
の
創
立
に
あ
た
っ

て
常
陸
国
か
ら
鹿
島
明
神
を
遷

座
す
る
時
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と

か
ら
祭
ら
れ
た
。
境
内
に
は
大

同
３
年
（
８
０
８
年
）
弘
法
大

師
冬
籠
遺
蹟
の
石
碑
が
あ
る
。

弘
法
大
師
が
村
人
に
水
を
求
め

た
が
断
ら
れ
た
た
め
、
春
木
に

水
が
湧
か
な
く
な
っ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
冬

滞
在
さ
れ
る
と
は
御
心
が
広
い
。

　

和
泉
市
い
ず
み
の
国
歴
史
館

ブ
ロ
グ
で
「
ほ
と
け
と
ひ
と
」

展
一
押
し
の
仏
像
に
挙
げ
ら
れ
、

「
和
泉
市
の
至
宝
」
展
で
も
話

題
に
な
っ
た
の
が
観
福
寺
（
和

泉
市
春
木
町
）
の
弥
勒
菩
薩
坐

像
だ
。
弥
勒
菩
薩
坐
像
は
奈
良

時
代
に
作
ら
れ
た
和
泉
市
内
最

古
の
仏
像
で
、
元
々
は
冬
堂
に

あ
っ
た
と
い
う
。
冬
堂
と
は
医

王
山
宗
福
寺
の
こ
と
で
、
弘
法

大
師
空
海
が
一
冬
籠
っ
た
こ
と

か
ら
冬
堂
と
呼
ば
れ
た
。
地
元

に
は
冬
堂
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が

い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

★

　

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
若

年
層
（
39
歳
以
下
）
移
住
促
進

の
目
的
で
、
堺
市
が
実
施
し
て

い
る
事
業
が
、
効
果
の
な
い
ま

ま
漫
然
と
業
務
委
託
を
継
続
し

て
い
る
。

　

市
は
２
０
２
２
年
度
に
20
〜

30
代
の
子
育
て
世
代
を
訴
求
対

象
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

魅
力
を
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
媒
体

「
泉
北
ウ
ェ
ル
カ
ム
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
た
。

　

そ
の
ブ
ッ
ク
本
体
に
ア
ク
セ

ス
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
バ
ナ

ー
広
告
を
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
掲
載
。
ま
た
、
ブ
ッ

ク
の
紙
媒
体
を
府
内
を
中
心
に

和
歌
山
、
京
都
、
奈
良
、
兵
庫

な
ど
の
商
店
等
に
も
配
架
す
る

発
信
業
務
も
発
注
し
て
き
た
。

費
用
は
22
〜
25
年
度
（
昨
年
11

月
27
日
時
点
）
で
１
１
５
０
万

５
０
０
円
に
の
ぼ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
39
歳
以
下
の
人
口
は
22
年
以

降
、
増
え
る
ど
こ
ろ
か
、
３
千

人
程
度
減
少
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
事
業
効
果
が
分
か

る
一
切
の
文
書
を
本
紙
が
求
め

た
と
こ
ろ
、
同
推
進
室
が
示
し

た
の
は
、
受
託
業
者
が
市
に
提

出
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
み
だ
っ
た
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
23
年
度
の
広
告

配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の

運
用
結
果
を
示
し
て
い
る
が
、

視
認
可
能
な
回
数
２
７
９
８
万

５
９
８
２
回
に
対
し
、
ク
リ
ッ

ク
率
は
０
・
25
％
だ
っ
た
。

　

報
告
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
か
ら

発
信
業
務
に
満
足
し
て
い
る
か
、

堂
前
茂
樹
・
同
推
進
室
事
業
推

進
担
当
課
長
に
聞
い
た
。
堂
前

課
長
は
「
必
要
な
も
の
を
発
注

し
て
い
る
。
効
果
を
出
す
た
め

に
は
継
続
し
て
い
く
」
と
、
今

後
も
同
様
の
業
務
発
注
を
続
け

る
考
え
を
示
し
た
。

　

一
方
、
若
年
層
移
住
で
一
定

の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
和
泉
市

は
、ウ
ェ
ブ
媒
体
は
使
用
せ
ず
、

市
と
包
括
連
携
し
て
い
る
企
業

や
大
学
に
移
住
促
進
制
度
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
チ
ラ
シ

を
配
架
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
24
年
度
の
堺
市

か
ら
和
泉
市
へ
の
転
入
超
過
は

11
月
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
月

に
及
ん
で
い
る
。 

〔
原
〕

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

 

　

「
歴
史
考
古
学
の
集
い
」
が

17
日
９
時
半
〜
11
時
半
、「
命
を

つ
な
ぐ
井
戸
〜
弥
生
時
代
の
く

り
ぬ
き
井
戸
」
を
開
く
。
講
師

は
四
條
畷
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
館
長
の
野
島
稔
さ
ん
。
堺
市

総
合
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。

事
前
申
し
込
み
不
要
。
聴
講
費

は
１
回
７
０
０
円
、
別
途
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
25
日
ト
ン

　

　

ボ
池
公
園
。

９
時
20
分
に
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
下
松

駅
改
札
口
付
近
に
集
合
。
雨
天

中
止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・

観
察
用
具
持
参
。
参
加
費
２
０

０
円
（
会
員
１
０
０
円
）。
仲
さ

ん
０
９
０
・
５
８
９
７
・
４
１

８
３

費
千
円
が
必
要
。
柳
さ
ん
０
７

２
・
２
９
６
・
５
１
６
５
、
０

９
０
・
６
６
０
８
・
２
２
７
９

⑧





★1997年8月、若松台センターにあったスーパー「近商ストア」を撮
影。この年の10月末に閉店し、その後店舗付き高層マンションに
建て替えられました。そのマンションの１階に2000年サンエーが
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車が巡回しています。
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の中から抽選で下記の３名にギフトカード（千円分）を差し上げま
す。（敬称略）
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大
阪
公
立
大
学
の
目
の
前
、

白
鷺
駅
口
交
差
点
に
あ
る
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
専
門
店
「
唐
揚
げ
の

山
ち
ゃ
ん
」
０
７
２
・
３
５
０
・

０
９
５
０
は
、
学
生
を
中
心
に

人
気
で
昼
ど
き
に
は
行
列
が
で

き
る
。

　

一
番
人
気
は
、
シ
ン
プ
ル
で

毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
お
い

し
さ
の
「
唐
揚
げ
丼
」
５
０
０

円
。
ワ
ン
コ
イ
ン
の
手
頃
な
価

格
も
支
持
さ
れ
る
理
由
の
一
つ

で
、「
か
ら
揚
げ
な
ら
こ
こ
一
択
」

と
評
さ
れ
る
存
在
。
か
ら
揚
げ

は
、
し
ょ
う
ゆ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、

ニ
ン
ニ
ク
、
こ
し
ょ
う
を
使
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
で
、
衣

は
カ
ラ
ッ
と
、
中
は
ジ
ュ
ー
シ

ー
で
比
較
的
う
す
味
。
単
品
は

１
０
０
グ
ラ
ム
２
５
０
円
か
ら

販
売
す
る
。
店
内
の
セ
ル
フ
ト

ッ
ピ
ン
グ
で
自
家
製
の
旨
だ
れ

な
ど
好
み
に
応
じ
て
味
を
調
整

で
き
る
。「
明
太
マ
ヨ
唐
揚
げ
丼
」

５
５
０
円
、「
お
ろ
し
ポ
ン
酢
唐

揚
げ
丼
」
５
５
０
円
、「
卵
と
じ

唐
揚
げ
丼
」
６
５
０
円
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
も
。
17
時
か
ら
は
焼

き
鳥
の
限
定
販
売
も
あ
る
。

　

同
店
は
ラ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
が

運
営
す
る
Ｂ
型
就
労
支
援
事
業

所
で
も
あ
り
、「
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
や
一
般
就
労
に
よ
り
近
い

Ｂ
型
」
を
掲
げ
、
実
践
を
通
し

て
一
般
就
労
に
つ
な
が
る
力
を

育
む
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
る
。

　

11
時
〜
21
時
（
13
時
15
分
〜

14
時
15
分
は
仕
込
み
）、
日
休
。

　
　
　

 

〔
元
村
〕

け
て
恵
方
巻
き
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
る
。

　

開
運
招
福
の「
七
福
神
上
巻
」

「
海
鮮
長
寿
巻
」「
招
福
巻
」
の

３
種
は
い
ず
れ
も
具
材
を
手
作

り
。
店
主
自
信
作
の
ほ
ん
の
り

ゆ
ず
が
香
る
つ
ゆ
だ
く
高
野
豆

腐
は
す
べ
て
に
使
用
し
て
い
る
。

　

看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
七
福
神

上
巻
」
は
、
う
な
ぎ
＝
恵
比
寿

天
、
シ
イ
タ
ケ
＝
大
黒
天
、
玉

子
＝
毘
沙
門
天
、
高
野
豆
腐
＝

弁
財
天
、
か
ん
ぴ
ょ
う
＝
福
禄

寿
、
エ
ビ
＝
寿
老
人
、
桜
で
ん

ぶ
＝
布
袋
尊
と
、
縁
起
の
良
い

七
福
神
に
見
立
て
た
７
種
の
具

で
福
を
巻
き
込
む
同
店
オ
リ
ジ

ナ
ル
。
価
格
は
９
５
０
円
で
、

先
着
４
０
０
本
限
定
の
事
前
予

約
価
格
は
９
０
０
円
。「
海
鮮
長

寿
巻
」
は
、
う
な
ぎ
や
マ
グ
ロ

な
ど
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
海
の

幸
12
種
を
の
り
２
枚
で
巻
く
直

径
約
10
セ
ン
チ
の
ぜ
い
た
く
太

巻
き
で
３
５
０
０
円
、
先
着
50

本
限
定
の
事
前
予
約
価
格
は
３

３
０
０
円
。
シ
ン
プ
ル
で
定
番

が
魅
了
の
「
招
福
巻
」
は
７
０

０
円
で
、
事
前
予
約
価
格
は
６

５
０
円
。
予
約
は
電
話
ま
た
は

店
頭
で
前
払
い
。

　

当
日
販
売
は
泉
北
タ
カ
シ
マ

ヤ
１
階
正
面
玄
関
前
、
泉
ヶ
丘

ひ
ろ
ば
階
段
付
近
で
行
う
予
定
。

 

〔
元
村
〕

　

和
泉
中
央
駅
直
結
ア
ム
ゼ
モ

ー
ル
２
階
、「
玉
子
焼
・
お
出
汁

　

ひ
ま
わ
り　

エ
コ
ー
ル
・
い

ず
み
店
」
０
７
２
５
・
58
・
８

８
５
２
で
は
宴
会

利
用
が
好
評
。
中

で
も
寒
い
時
期
に

ぴ
っ
た
り
の
鍋
料

理
が
楽
し
め
る
宴

会
コ
ー
ス
（
２
月

末
ま
で
の
限
定
）

が
人
気
だ
。

　

九
州
の
銘
柄
鶏

で
あ
る「
華
味
鳥
」

を
用
い
た
「
華
味

鳥
の
だ
し
鍋
コ
ー

ス
」
で
は
、
毎
朝

店
で
丁
寧
に
仕
込

む
同
店
自
慢
の
特

製
だ
し
に
華
味
鳥

の
う
ま
味
が
た
っ

ぷ
り
と
し
み
わ
た

導
入
さ
れ
た
。

　

ド
イ
ツW

ellcom
et

社
が
開

発
し
た
同
機
器
。
Ｌ
Ｄ
Ｍ
と
は

３
種
類
の
異
な
る
超
音
波
を
高

速
で
切
り
替
え
る
こ
と
で
発
生

す
る
Ｌ
Ｄ
Ｍ
波
に
よ
っ
て
肌
の

奥
に
や
さ
し
く
超
音
波
を
届
け
、

炎
症
を
抑
え
な
が
ら
肌
再
生
を

促
進
。
た
る
み
・
肌
質
改
善
に

有
用
な
治
療
。
ニ
キ
ビ
・
赤
み
・

毛
穴
・
小
じ
わ
・
肌
荒
れ
ま
で

幅
広
く
改
善
す
る
。
痛
み
や
ダ

ウ
ン
タ
イ
ム
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

施
術
直
後
か
ら
肌
の
変
化
を
実

感
で
き
る
こ
と
も
特
徴
。
南
大

阪
エ
リ
ア
で
は
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
み
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
治

療
。
現
在
、
初
回
限
定
で
２
万

２
千
円
（
通
常
３
万
３
千
円
）

で
施
術
可
能
だ
。

　

ま
た
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
ウ

イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
２

月
28
日
ま
で
実
施
中
。
毛
穴

の
汚
れ
を
吸
引
し
な
が
ら
、

美
容
成
分
を
た
っ
ぷ
り
導
入

す
る
ハ
イ
ド
ラ
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
や
、
光
で
肌
を
ト
ー
ン
ア

ッ
プ
す
る
ス
テ
ラ
Ｍ
22
な
ど

の
５
回
コ
ー
ス
が
お
得
に
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
７
２
１
・

50
・
４
１
１
２
ま
で
。
診
療

時
間
午
前
診
療
９
時
〜
12
時

半
・
手
術
な
ど
15
時
〜
17
時
・

午
後
診
療
17
時
〜
19
時
。木
、

日
祝
休
診
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
。https://kidacl 

inic.com
/ 

〔
横
山
〕

っ
た
深
い
味
わ
い
の
鍋
が
楽
し

め
る
。

　

鍋
に
加
え
名
物
卵
焼
、
え
び

明
太
マ
ヨ
、
ポ
テ
ト
、
唐
揚
げ
、

サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
の
コ
ー
ス
。
一
品

メ
ニ
ュ
ー
が
中
心
の
ア
ラ
カ
ル

ト
コ
ー
ス
も
人
気
で
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
の
宴
会
に
お
す
す
め
。

３
日
前
ま
で
の
予
約
が
確
実
。

　

ま
た
、
団
体
利
用
で
な
く
て

も
「
華
味
鳥
の
な
べ
焼
き
う
ど

ん
」
の
セ
ッ
ト
や
「
牛
す
き
鍋
」

が
入
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
１
人

前
の
鍋
メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
る
。

ふ
わ
ふ
わ
の
名
物
玉
子
焼
（
明

石
焼
き
）
を
メ
イ
ン
と
し
た
セ

ッ
ト
、
御
膳
、
丼
、
お
重
、
麺

類
、
一
品
料
理
、
和
ス
イ
ー
ツ

な
ど
多
種
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
が

楽
し
め
る
。
11
時
〜
22
時
。

 

〔
髙
見
〕

　

木
田
形
成
外
科
皮
フ
科
ク

リ
ニ
ッ
ク（
河
内
長
野
駅
前
）

で
、
新
し
い
マ
シ
ン
「
Ｌ
Ｄ

Ｍ
水
玉
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
が

　

泉
ヶ
丘
ひ
ろ
ば
専
門
店
街
１

階
の「
創
作
割
烹　

湖
泉
別
館
」

０
７
２
・
２
８
４
・
５
１
１
５

で
は
、
２
月
３
日
の
節
分
に
向



　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
自
然
派
雑
貨

の
店
「
布
土
木
（
Ｆ
ｕ
・
Ｄ
ｏ
・

Ｋ
ｉ
）」（
西
山
台
１
丁
目
）
０
７

２
・
３
２
０
・
２
８
５
６
で
15

日
か
ら
ウ
イ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
が

開
か
れ
る
。

　

ウ
エ
ア
や
、ウ
ー
ル
の
手
袋
・

帽
子
・
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
ウ
ー

ル
混
の
ス
ト
ー
ル
な
ど
が
30
％

〜
50
％
オ
フ
。
３
千
円
以
上
の

買
い
物
で
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
。
25
日
ま
で
。
同
店
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
ベ

ビ
ー
グ
ッ
ズ
や
木
の
お
も
ち
ゃ
、

リ
ネ
ン
素
材
の
布
製
品
、
手
作

り
和
食
器
な
ど
自
然
素
材
の
品

が
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
中
に
並
ぶ
温

か
な
お
店
。
陶
芸
作
家
の
作
品

も
展
示
、
陶
芸
教
室
も
併
設
さ

れ
て
い
る
。

　

11
時
〜
17
時

半
（
木
曜
12
時

〜
17
時
半
）。月・

火
定
休
。〔
横
山
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

25
日
に
先

　
　
　
　
　
　
　
　

斗
町
か
ら

八
坂
神
社
、
祇
園
。
10
時
に
阪

急
梅
田
駅
紀
伊
國
屋
書
店
前
に

集
合
。
弁
当
・
飲
み
物
・
帽
子

持
参
。
無
料
。
雨
天
中
止
。
季

節
を
歩
く
会
０
７
２
・
２
９
４
・

１
７
８
６

　
　
　
　
　
　
　

28
日
10
時
〜
、

　
　
　
　
　
　
　

和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
３
階
で
「
豊
臣
秀
吉
と

秀
長
」。
会
費
５
０
０
円
。
泉
州

歴
史
研
究
会
０
７
２
・
２
９
７
・

０
１
０
６

★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

狭
山
公
民
館
を
拠
点
に
活
動

す
る
、写
真
愛
好
家
ク
ラ
ブ「
フ

ォ
ト
ク
ラ
ブ
ど
ん
ぐ
り
」。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
、21
人（
う

ち
女
性
４
人
）。
大
阪
狭
山
を
中

心
に
、
堺
や
富
田
林
の
人
も
参

加
し
て
い
る
。指
導
す
る
の
は
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
ト
（
広
告

写
真
）
を
手
掛
け
て
き
た
、
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
志
賀
要
さ
ん
。

「
自
由
に
、
自
分
が
好
き
な
写

真
を
撮
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
事

に
、
の
び
の
び
と
撮
影
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

毎
月
の
例
会
で
は
、
自
由
課

題
で
、
一
人
３
枚
の
写
真
を
提

出
。
会
員
が
、
良
い
と
思
う
写

真
に
投
票
し
て
、
優
秀
な
写
真

を
選
出
し
、
志
賀
さ
ん
に
よ
る

講
評
も
行
わ
れ
る
。「
他
の
人
の

作
品
を
見
る
の
は
、
と
て
も
刺

激
に
な
り
ま
す
」
と
。

　

毎
月
１
回
、
開
催
す
る
撮
影

会
で
は
、金
剛
駅
に
集
合
し
て
、

電
車
で
、
比
較
的
近
場
に
出
か

け
、
撮
影
。
５
月
に
は
、
御
堂

筋
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
撮

っ
た
。
ま
た
、
年
に
２
回
、
春

と
秋
の
バ
ス
旅
行
で
は
、
京
都

の
由
良
川
橋
梁
や
、
和
歌
山
県

田
辺
市
の
天
神
崎
・
動
鳴
気
峡

な
ど
、
少
し
遠
く
の
名
勝
や
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
に
出
か
け
て
、
撮

影
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
第
３
土

曜
日
、
１
時
〜
５
時
、
狭
山
公

民
館
で
活
動
中
。
第
１
土
曜
日

は
、撮
影
会（
金
剛
駅
に
集
合
）。

会
費
は
、
月
千
円
。
入
会
金
あ

り
。
見
学
・
体
験
歓
迎
。
問
い

合
わ
せ
は
、
大
草
さ
ん
０
９
０
・

５
１
５
０
・
７
９
９
６ 〔
山
本
〕



も
言
え
な
い
悩
み
や
相
談
事
を

話
す
こ
と
が
で
き
、
経
験
者
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
も
も
ら
え
る
。

気
軽
に
集
ま
っ
て
悩
み
を
共
有

し
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
る
。

　

毎
月
第
４
水
曜
日
開
催
。
０

７
２
・
２
９
３
・
４
１
４
１
（
奥

田
さ
ん
）、
０
７
２
・
２
９
９
・

３
４
１
１
（
小
川
さ
ん
）

野の
い
り杁
慶
子
さ
ん
が
老
人
学
の
講

座
を
開
く
。参
加
費
５
０
０
円
。

　

老
人
学
と
は
、
高
齢
者
が
よ

り
よ
く
生
き
る
た
め
に
心
理
学
・

医
学
・
食
育
学
・
行
動
学
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
な
ど
を

包
括
的
に
学
び
研
究
す
る
学
問
。

高
齢
化
が
進
む
泉
北
で
、
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な

知
識
を
学
ぶ
。
２
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
、
心
と
体
の
両
方
の
健

康
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
話
な
ど
の
具
体
的
で
わ
か
り

や
す
い
講
座
は
大
好
評
。
ま
た

体
験
談
を
交
え
、
ユ
ー
モ
ア
と

ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
話
を
気
さ

く
な
口
調
で
語
る
ス
タ
イ
ル
が

人
を
ひ
き
つ
け
る
。

　

「
い
つ
ま
で
も
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
に
、
は
つ
ら
つ
と
生
き
る
た

　

28
日
10
時
半
〜
11
時
半
、
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
ク
百
寿
（
茶
山
台

３
丁
）
で
南
第
３
包
括
・
認
知

症
家
族
介
護
者
の
会
「
ほ
ん
わ

　

２
月
12
日
10
時
半
〜
12
時
半
、

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「『
安
心
の
未
来

へ
』
障
害
の
あ
る
わ
が
子
の
た

め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
徹
底
活

用
ガ
イ
ド
」
が
和
泉
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
多
目
的
室
で
開
か
れ
る
。

　

主
催
は
社
会
福
祉
法
人
大
阪

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
和
泉
市

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
。
障
害
や

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
活
動
す
る
親
た

ち
の
会
で
歴
史
も
古
く
半
世
紀

以
上
前
に
発
足
し
た
団
体
だ
。

　

12
日
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
宮

﨑
充
弘
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
О
法
人
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
ほ
わ
ほ
わ
の

会　

代
表
理
事
）。
障
害
の
あ
る

子
ど
も
を
支
え
る
多
く
の
親
に

と
っ
て
切
実
な
不
安
で
あ
る「
わ

が
子
の
将
来
の
暮
ら
し
の
場
」。

具
体
的
な
解
決
策
の
一
つ
で
あ

る
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
探

し
方
や
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
、

仕
組
み
、
費
用
面
、
親
な
き
後

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
役
割
な

ど
を
専
門
家
が
丁
寧
に
解
説
。

　

参
加
無
料
。
参
加
方
法
は
現

地
参
加
80
人
と
後
日
配
信
２
０

０
人
。
申
し
込
み
は
予
約
フ
ォ

ー
ム
か
ら
。締
め
切
り
は
30
日
。

　

泉
北
の
み
ど
り
を
守
る
会
で

は
活
動
の
一
環
と
し
て
、
当
会

で
企
画
し
公
園
事
務
所
の
了
解

の
も
と
で
、
荒
山
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
南
の
洋
風
庭
園
で
清
掃
・

整
備
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
清
掃
活
動
は
毎
月
第

３
ま
た
は
第
４
土
曜
日
の
９
時

〜
12
時
で
す
が
１
月
は
31
日
に

実
施
し
ま
す
。
初
参
加
の
方
は

必
ず
事
前
に
ご
連
絡
お
願
い
し

　

28
日
１
時
半
〜
３
時
、
南
図

書
館
３
階
集
会
室
で
泉
北
気
功

会
の
無
料
講
習
会
「
九
九
長
寿

法
・
前
段
」
が
開
か
れ
る
。
五

臓
六
腑
の
健
康
保
持
と
病
気
の

改
善
を
目
的
に
考
案
さ
れ
た
誰

で
も
で
き
る
簡
単
な
気
功
。
講

師
は
古
高
春
樹
さ
ん
。
動
き
や

す
い
服
装
で
。申
し
込
み
不
要
、

直
接
会
場
へ
。

　

中
井
さ
ん
０
９
０
・
３
８
６

４
・
７
１
１
９

ラ
ー
ズC

カ

フ

ェ

A
FÉ　

H

ホ

ン

ネ

O
N
N
E

・
ホ

ン
ネ
で
語
れ
る
介
護
の
集
い
」

が
、
開
か
れ
る
。
対
象
は
介
護

中
の
人
や
介
護
が
終
わ
っ
た
人
、

こ
れ
か
ら
介
護
の
人
な
ど
。
参

加
費
３
０
０
円
（
飲
み
物
・
お

菓
子
代
）。
同
じ
境
遇
、
同
じ
経

験
を
し
て
き
た
人
同
士
が
本
音

で
語
り
合
え
る
と
好
評
。
奇
数

月
第
４
水
曜
日
開
催
。
瀬
尾
さ

ん
０
９
０
・
７
７
６
６
・
１
９

２
２
（
留
守
電
に
名
前
と
連
絡

先
を
。
折
り
返
し
の
電
話
で
受

　

28
日
２
時
〜
４
時
に
「
ケ
ア

　

南
区
役
所
２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
で
28
日
10
時
〜
12
時
、

「
老
人
介
護
者
み
な
み
の
会
」

が
開
か
れ
、
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　

同
会
は
認
知
症
な
ど
の
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
介
護
者（
家

族
）
や
、
ま
た
そ
の
人
達
を
支

援
す
る
援
助
者
が
集
う
。
誰
に

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
も
若
い
世

代
も
誰
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
。
事
前
申
し
込
み
制
。

引
き
続
き
、
毎
月
第
１
・
３
火

曜
日
１
時
〜
３
時
、
南
図
書
館

３
階
集
会
室
で
開
催
す
る
。
申

し
込
み
は
０
７
０
・
４
０
２
３
・

３
９
７
０
（
野
杁
さ
ん
）

　

20
日
１
時
〜
３
時
に
南
図
書

館
３
階
集
会
室
で
、
槇
塚
台
の

□

　

　

正
解
は
「
Ａ
Ｅ
Ｈ
Ｉ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
西
田
千
紘
（
は
つ
が
野
）
▽

高
橋
一
毅
（
東
野
西
）
▽
花
丸

陽
子
（
上
之
）

　
　

正
解
は「
ジ
ョ
ヤ
ノ
カ
ネ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
掛
井
宗
孝
（
東
池
尻
）
▽
渡

辺
世
志
美
（
大
野
台
）
▽
北
野

幸
子
（
富
蔵
）

　

今
週
末
に
発
送
予
定
。

　

お
お
さ
か
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
（
三
原
台
）
近
畿
大
学

病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が

17
日
３
時
〜
４
時
半
、
市
民
公

開
講
座
を
開
催
す
る
。
会
場
は

キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル
。
参
加
無
料
。
要
予

約
。
司
会
は
同
病
院
長
・
ア
レ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
東
田
有

が
命
を
守
る
／
知
っ
て
お
き
た

い
喘
息
治
療
の
基
本
」。
講
師
は

同
病
院
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

内
科
・
佐
野
安
希
子
医
師
。

　

申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。
締
め
切
り
は
16
日
。
問
い

合
わ
せ
は
近
畿
大
学
病
院
ア
レ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
０
７
２
・
２

智
医
師
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
▽
「
誤
解
だ
ら

け
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
／
知
ら

な
い
と
損
す
る
最
新
知
識
」。
講

師
は
同
病
院
小
児
科
・
竹
村
豊

医
師
▽
「
知
っ
て
る
よ
う
で
知

ら
な
い
？
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
」。

講
師
は
同
病
院
皮
膚
科
・
佐
藤

雅
子
医
師
▽
「『
続
け
る
』
こ
と

８
８
・
７
２
２

２
（
内
線
１
２

７
８
） 〔
横
山
〕

か
会
」
の
参
加
者
を
募
集
。
南

区
在
住
者
な
ら
だ
れ
で
も
参
加

可
。「
み
ん
な
で
ま
っ
た
り
気
ま

ま
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
る
。

　

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
制
（
カ
フ
ェ

ド
リ
ン
ク
２
０
０
円
引
き
）。
初

回
参
加
者
は
申
し
込
み
を
。
毎

月
第
４
水
曜
日
開
催
。
南
第
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
０
７

２
・
２
８
９
・
８
０
８
５

　

２
月
２
日
「
南
区　

明
る
い

終
活
フ
ェ
ア
」
が
南
区
役
所
２

階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
。
12

時
半
か
ら
受
け
付
け
。

　

① 

１
時
〜
２
時
40
分
＝
基
調

講
演
「
一
人
暮
ら
し
の
現
在
と

未
来
を
考
え
る
」
② 

２
時
50
分

〜
３
時
50
分
＝
特
別
講
演
「
生

前
整
理
に
つ
い
て
」
①
②
と
も

に
先
着
30
人
、事
前
申
し
込
み
。

締
め
切
り
１
月
30
日
。

　

③ 

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
入
棺
・

ハ
ン
ド
ケ
ア
・
福
祉
用
具
）
④ 

相
談
ブ
ー
ス
（
相
続
・
遺
言
な

ど
）
③
④
と
も
に
申
し
込
み
不

要
。
１
時
〜
３
時
半
。
先
着
順
。

　

申
し
込
み
は
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
。
０
７
２
・
２
９
０
・
１

８
６
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２

９
０
・
１
８
８
６

け
付
け
終
了
と
す
る
）。
開
催
場

所
な
ど
の
詳
細
は
受
け
付
け
時

に
。

ま
す
。（
泉
北
の
み
ど
り
を
守
る

会
・
三
木
０
９
０
・
６
２
０
５
・

５
７
４
６
、
小
郷
０
９
０
・
９

８
６
３
・
０
７
９
３
）

と
な
ど
を
聖
書
の
話
と
共
に
語

る
。「
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
」
と
、
同
教
会
。

　

キ
リ
ス
ト
教
団
泉
北
栂
教
会

（
桃
山
台
）
で
25
日
10
時
半
〜

11
時
半
、
特
別
礼
拝
「
病
の
中

の
道
し
る
べ
」
が
開
か
れ
る
。

入
場
無
料
。

　

同
教
会
の
牧
師
・
重
岡
奈
津

子
さ
ん
が
、
自
身
が
が
ん
に
な

り
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
の
経

験
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
、
道

し
る
べ
と
し
て
受
け
取
っ
た
こ

　

問
い
合
わ
せ
＝
泉
北
栂
教
会

０
７
２
・
２
９
７
・
３
３
３
２

　

 

〔
横
山
〕

　
　
　
　
　
　
　

18
日
に
百
舌

　
　
　
　
　
　
　

鳥
古
墳
群
と

野
鳥
。
９
時
に
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
上

野
芝
駅
改
札
前
集
合
。
雨
天
中

止
。な
る
べ
く
事
前
申
し
込
み
。

双
眼
鏡
、
図
鑑
、
筆
記
具
、
弁

当
、
飲
み
物
な
ど
持
参
。
参
加

費
１
０
０
円
（
会
員
は
無
料
）。

横
島
さ
ん
０
７
２
・
２
９
９
・

２
３
１
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
ウ

ォ
ー
ク
・
蘇
鉄
山
。
南
海
高
野

線
浅
香
山
駅
１
階
西
出
口
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　

24
日
２
時

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
４
時
に

ビ
ッ
グ
ア
イ
研
修
室
で
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
宮
中
で
の
生
活
」。

講
師
は
大
槻
福
子
さ
ん
。
受
講

料
１
７
０
０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
は
暦
利
さ
ん
０

７
２
・
２
９
１
・
３
４
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
日
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜
、

栂
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室
で

開
催
。
テ
ー
マ
は
「
源
氏
三
代

と
北
条
幕
府
」。会
費
５
０
０
円
。

歴
史
講
座
の
会
０
７
２
・
２
９

４
・
１
７
８
６

０
７
２
・
８
６

９
・
６
５
５
５

（
大
阪
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時

半
〜
11
時
半
、
泉
ヶ
丘
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
４
階
集
会
室
で
。
参
加

費
１
５
０
０
円
（
な
る
べ
く
釣

銭
の
な
い
よ
う
）。予
約
は
不
要
。

定
員
40
人
ま
で
。
小
川
さ
ん
０

８
０
・
１
４
８
３
・
０
２
４
３

　

22
日
２
時
〜
、
南
図
書
館
３

階
で
「
豊
臣
秀
長
と
千
利
休
」。

会
費
５
０
０
円
。
泉
州
歴
史
研

究
会
０
７
２
・
２
９
７
・
０
１

０
６

10
時
半
集
合
。初
級（
楽
寄
り
）。

雨
天
中
止
。
会
員
外
の
人
は
事

前
に
連
絡
を
。
参
加
は
70
歳
以

下
の
人
に
限
る
。
一
貫
田
さ
ん

０
９
０
・
２
１
１
６
・
７
０
３

３



な
ぁ
」

「
そ
ら
そ
や
。
あ
ん
た
ら
が
よ
う

働
く
よ
っ
て
に
ワ
シ
は
左
う
ち
わ

で
腹
も
出
て
き
た
ん
や
」

「
そ
ん
な
ら
、
も
う
出
て
行
っ
て

ん
か
」

「
い
や
や
。
こ
ん
な
よ
う
働
く
家

か
ら
絶
対
に
出
て
行
か
へ
ん
で
」

　

そ
こ
で
若
妻
は
、
腰
ひ
も
を
ほ

ど
き
、
前
を
は
だ
け
て
、
貧
乏
神

の
前
に
立
ち
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、

貧
乏
神
も
久
米
仙
人
同
様
に
腰

砕
け
と
な
り
、
つ
い
に
は
岩
石
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
若
夫
婦
の
家
は
本

当
に
豊
か
に
な
り
、
子
孫
繁
栄

し
た
と
い
う
話
で
す
。
な
お
、
こ

れ
以
来
、
こ
の
石
は
「
福
石
」
と

呼
ば
れ
、
今
は
宮
山
台
の
多
治

速
比
売
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

和
田
の
村
は
、
古
代
の
地
方

豪
族
・
和み
き
た田
氏
や
大お
お
な
か
と
み

中
臣
姓
の

和
田
氏
ら
と
ゆ
か
り
が
あ
る
と

さ
れ
、
南
北
朝
時
代
に
楠
木
氏

と
と
も
に
活
躍
し
た
和
田
氏
は
、

こ
の
和
田
の
村
出
身
だ
っ
た
と
も

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
何
で
私
ら
裕
福
に
な
れ
へ
ん
の

や
ろ
」

「
ま
じ
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
る

の
に
な
ぁ
」

　

２
人
が
思
案
顔
の
と
こ
ろ
に
、

で
っ
ぷ
り
太
っ
た
神
様
が
姿
を
現

し
ま
し
た
。

「
あ
ん
た
ら
が
豊
か
に
な
ら
れ
へ

ん
の
は
、
ワ
シ
が
お
る
か
ら
や
」

「
お
た
く
さ
ん
、一
体
ど
な
た
？
」

「
ワ
シ
か
？
ワ
シ
は
貧
乏
神
や
」

「
貧
乏
神
や
言
う
の
に
、
お
た

く
さ
ん
は
で
っ
ぷ
り
太
っ
て
は
る

　

和
田
の
村
に
、
よ
う
働
く
若

夫
婦
が
い
ま
し
た
。明
治
以
降
は
、

ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
土
師
と
大

仲
と
い
う
苗
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
苗
字
も
あ
っ
た
か
無

か
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
昔

の
話
で
す
。

　

若
夫
婦
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で

田
や
畑
に
出
て
、
実
に
よ
く
働
き

ま
し
た
。
で
も
生
活
は
ち
っ
と
も

楽
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
あ
る

晩
の
こ
と
。

①






